
紅
顔
の
美
少
年
大
な
る
希
望
黒
龍
江
へ
　 

静
岡
県
　
望
月
寅
雄
　 

昭
和
十
六
年
三
月
、
卒
業
式
の
翌
日
、
満
州
開
拓
青
少
年
義

勇
軍
と
し
て
茨
城
県
内
原
訓
練
所
へ
。
親
元
を
離
れ
て
の
団
体

生
活
三
カ
月
間
の
訓
練
は
厳
し
か
っ
た
。
六
月
、
満
州
へ
渡

る
。
北
満
黒
河
省
（
黒
龍
江
省
）
■
琿
県
大
額
詞
練
所
、
五
個

中
隊
千
五
百
人
、
義
勇
軍
最
北
端
の
中
訓
練
所
だ
っ
た
。
ロ
シ

ア
と
の
国
境
線
黒
龍
江
（
ア
ム
ー
ル
川
）
ま
で
四
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
。
北
緯
五
十
度
二
十
分
、
東
経
百
二
十
七
度
十
八
分
。
満
州

で
の
最
初
の
冬
。
し
ん
し
ん
と
降
る
雪
。
シ
ベ
リ
ア
オ
オ
カ
ミ

の
遠
吠
え
。
満
州
領
で
上
が
る
の
ろ
し
火
。
ロ
シ
ア
領
で
も
上

が
る
青
白
い
不
気
味
な
光
。
ス
パ
イ
同
士
の
合
図
の
光
だ
と
か

…
…
。
黒
龍
江
が
凍
結
す
る
と
光
の
回
数
が
多
く
な
っ
た
。
屯

墾
病
（
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
）
で
夜
に
な
る
と
泣
い
て
る
拓
友
が
何

人
か
い
た
。
な
ぜ
こ
ん
な
国
境
線
ま
で
…
…
？

見
通
し
の
良
い
丘
か
ら
ロ
シ
ア
の
警
備
兵
が
見
え
た
。
関
東

軍
の
守
備
隊
員
も
増
員
さ
れ
、
ロ
シ
ア
領
を
に
ら
ん
で
い
る
。

ま
た
、
私
服
（
満
服
）
の
兵
隊
が
大
勢
い
た
。
寂
し
い
…
…
。

恐
ろ
し
い
…
…
。
い
や
な
十
五
歳
の
冬
だ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

異
様
な
時
期
だ
っ
た
こ
と
が
記
憶
に
あ
る
。

十
二
月
八
日
、
日
本
は
米
英
と
戦
争
す
る
と
い
う
、
私
達
少

年
に
は
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
。

昭
和
十
九
年
四
月
、
開
拓
団
へ
の
基
礎
訓
練
三
カ
年
終
了
。

二
百
町
歩
の
土
地
に
龍
北
義
勇
隊
開
拓
団
結
成
。
地
名
、
黒
河

省
■
琿
県
山
神
府
金
吹
駅
気
付
阿
拉
浜
。
国
境
線
ま
で
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
。
二
百
五
十
一
人
だ
っ
た
隊
員
も
、
家
庭
事
情
で
離

隊
す
る
者
、
入
営
す
る
者
、
召
集
さ
れ
る
者
等
々
で
百
五
人
ま

で
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

私
は
二
十
年
二
月
十
一
日
、
徴
兵
検
査
甲
種
合
格
。
四
月
二

十
七
日
、
黒
河
省
孫
呉
満
州
第
百
二
十
三
師
団
二
百
七
十
連
隊

本
部
付
乗
馬
小
隊
入
隊
。
有
線
、
無
線
の
使
用
不
能
時
の
伝
令

要
員
だ
っ
た
。
身
長
百
七
十
セ
ン
チ
、
体
重
七
十
二
キ
ロ
、
出

る
べ
き
所
の
毛
も
出
揃
っ
て
い
た
。
東
条
英
機
が
戦
場
の
兵
と

国
民
の
士
気
の
高
揚
目
的
で
布
達
し
た
戦
陣
訓
の
一
節
に
「
生

き
て
虜
囚
の
辱
め
を
受
け
ず
」
と
あ
る
。
義
勇
軍
で
戦
陣
訓
は



暗
記
で
き
る
よ
う
教
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
馬
の
取
り
扱
い
が
で

き
な
い
者
は
、
義
勇
軍
で
は
一
人
前
で
は
な
か
っ
た
。
入
隊

後
、
大
平
原
で
の
乗
馬
伝
令
訓
練
は
、
特
技
の
一
つ
と
し
て
自

信
と
確
信
を
持
っ
て
い
た
。
日
本
軍
人
の
一
人
と
し
て
、
体
力

的
に
も
精
神
的
に
も
自
信
満
々
の
初
年
兵
だ
っ
た
…
…
。

二
十
年
八
月
八
日
、
突
如
ロ
シ
ア
軍
侵
入
。
陣
地
へ
移
動
。

暑
い
、
暑
い
、
雨
、
雨
の
戦
場
。
我
が
乗
馬
小
隊
中
村
上
等

兵
、
低
空
の
機
銃
掃
射
で
戦
死
。
大
き
な
ナ
ラ
の
木
の
下
へ
葬

っ
た
。
最
初
の
犠
牲
者
。

終
戦
、
武
装
解
除
。
様
々
な
デ
マ
が
流
れ
た
。
内
地
へ
帰
れ

る
…
…
。
ロ
シ
ア
ヘ
連
れ
て
い
か
れ
る
…
…
。
拳
銃
で
自
決
す

る
人
。
い
や
な
日
々
。「
満
州
に
四
年
も
い
た
の
だ
か
ら
一
緒

に
逃
亡
し
な
い
か
」
と
将
校
、
下
士
官
、
古
年
兵
か
ら
何
回
も

誘
わ
れ
た
。「
今
が
チ
ャ
ン
ス
だ
ぞ
…
…
」

。
初
年
兵
と
し
て
返

す
言
葉
が
な
か
っ
た
。「
は
い
」
と
返
事
は
で
き
な
か
っ
た
。

日
本
へ
帰
し
て
も
ら
え
る
望
み
を
持
っ
て
い
た
か
ら
…
…
。

国
境
陣
地
の
地
下
倉
庫
か
ら
軍
事
物
資
、
被
服
、
食
糧
、
甘

味
品
、
毛
布
、
地
下
足
袋
ま
で
何
で
も
た
く
さ
ん
持
っ
て
も
よ

い
と
言
う
。
一
個
大
隊
千
人
、
三
個
大
隊
同
一
行
動
で
、
孫
呉

出
発
。
九
月
十
日
こ
ろ
、
自
動
小
銃
を
持
っ
た
監
視
兵
の
厳
戒

体
制
。
威
嚇
の
発
砲
を
空
へ
、
地
面
へ
。
脅
し
で
あ
る
。
日
本

へ
帰
す
の
に
な
ぜ
南
へ
行
か
な
い
の
か
…
…
。
軍
用
道
路
を
東

へ
、
東
へ
。
激
戦
で
倒
れ
た
住
民
の
死
体
。
軍
馬
の
死
骸
。
日

本
軍
の
自
動
車
、
兵
器
。
ロ
シ
ア
軍
最
新
型
戦
車
Ｍ5

1

も
キ
ャ

タ
ピ
ラ
が
破
壊
さ
れ
、
無
残
な
姿
を
何
台
か
見
た
。
激
戦
で
あ

っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
東
へ
東
へ
。
持
ち
物
が
重
く

て
捨
て
る
人
、
そ
れ
を
拾
う
人
。
黒
龍
江
の
下
流
か
ら
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ッ
ク
ヘ
、
日
本
海
へ
、
だ
れ
も
が
そ
の
た
め
に
励
ま
し

合
い
、
助
け
合
っ
て
の
行
進
。
三
千
人
は
、
長
蛇
の
列
に
な
っ

た
。川
岸
の
平
地
に
急
造
の
舟
着
場
に
貨
物
船
が
。
馬
や
牛
の
鳴

き
声
が
す
る
。
乗
船
命
令
。
戦
利
品
の
家
畜
と
一
緒
で
も
よ

い
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
か
ら
日
本
へ
行
か
れ
る
な
ら
…
…
。

甲
板
へ
す
し
詰
め
。
換
気
用
の
穴
か
ら
船
倉
を
見
た
ら
軍
馬
が

い
た
。
や
せ
こ
け
た
馬
体
、
哀
れ
な
姿
。
同
じ
船
で
、
馬
が
哀

れ
な
ら
俺
も
哀
れ
な
ん
だ
…
…
。
軍
馬
と
の
視
線
の
会
話
が
何

分
間
か
…
…
。
五
時
間
く
ら
い
後
に
船
が
川
の
中
央
よ
り
進
行

方
向
左
側
、
ロ
シ
ア
領
に
近
く
、
満
州
領
が
遠
く
な
っ
て
い



く
。
川
幅
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
、
急
造
の
船
着
場
。
下
船

命
令
。
軍
馬
よ
、
サ
ヨ
ナ
ラ
、
サ
ヨ
ナ
ラ
。
馬
が
泣
い
て
い

る
、
声
を
出
し
て
。
ウ
ラ
ジ
オ
ヘ
の
夢
は
消
え
た
。

こ
れ
が
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
第
一
歩
か
。「
ダ
バ
イ
、
ダ
バ
イ
、

ヴ
ィ
ス
ト
ラ
（
早
く
早
く
歩
け
）

」

、
監
視
兵
の
銃
剣
で
突
き
飛

ば
さ
れ
な
が
ら
北
東
へ
北
東
へ
の
行
進
は
と
ぼ
と
ぼ
、
最
後
尾

が
見
え
な
い
。
本
当
に
長
蛇
だ
。
逃
亡
し
た
人
達
は
？
　
俺
も

い
っ
し
ょ
に
い
け
ば
よ
か
っ
た
か
な
？
　
「
三
年
は
帰
れ
な
い

か
な
。
い
や
五
年
だ
。
十
年
く
ら
い
か
も
し
れ
な
い
ぞ
」
色
々

な
デ
マ
。
「
逃
亡
し
な
い
か
」
と
ま
た
誘
わ
れ
た
。
見
習
士
官

の
若
い
青
年
将
校
の
割
腹
自
決
者
が
出
た
。
ま
た
、
厳
し
い
所

持
品
検
査
だ
。
自
決
者
は
、
長
靴
の
中
に
ド
ス
を
持
っ
て
い
た

と
か
。
毎
日
が
暗
い
、
暗
い
。
い
や
な
こ
と
ば
か
り
。
シ
ベ
リ

ア
の
大
平
原
に
部
落
が
見
え
て
き
た
。
集
団
農
場
（
コ
ル
ホ
ー

ズ
）
だ
。
そ
こ
で
秋
の
取
り
入
れ
の
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
小
麦
刈
り
、
い
も
掘
り
、
野
菜
収
穫
、
久
し
ぶ
り
の
野
菜

の
補
給
が
で
き
た
。

七
日
間
く
ら
い
、
あ
の
農
場
か
ら
こ
ち
ら
の
農
場
へ
。
手
持

ち
の
食
糧
も
な
く
、
農
場
で
黒
パ
ン
が
出
た
。
と
て
も
口
に
合

わ
な
い
。
焼
き
い
も
の
方
が
よ
か
っ
た
。
ど
こ
の
農
場
で
も
寝

る
所
は
倉
庫
、
馬
小
屋
、
豚
小
屋
、
鳥
小
屋
、
民
家
の
軒
下
。

十
月
下
旬
、
マ
イ
ナ
ス
十
五
度
～
二
十
度
く
ら
い
だ
っ
た
か
、

寒
く
て
寝
ら
れ
な
い
。
み
ん
な
で
体
を
寄
せ
合
っ
て
休
む
。
逃

亡
を
あ
き
ら
め
ら
れ
な
い
人
か
ら
、
夜
に
な
る
と
、「
ど
う
だ
、

行
こ
う
よ
」
と
ま
た
誘
わ
れ
た
。
大
き
な
農
場
、
朝
鮮
系
（
黄

色
人
）
だ
。
私
達
に
好
意
的
な
取
り
計
ら
い
で
、
寝
る
所
は
、

各
家
の
土
間
通
路
を
片
付
け
休
ま
せ
て
く
れ
た
。
仕
事
も
他
の

部
落
の
よ
う
に
強
要
は
し
な
か
っ
た
。

十
一
月
に
な
る
と
い
う
の
に
、
ど
こ
へ
連
行
さ
れ
る
の
か
。

日
の
出
と
夕
日
か
ら
す
る
と
、
ま
ち
が
い
な
く
北
東
へ
、
北
東

へ
だ
。
今
日
も
「
ヴ
ィ
ス
ト
ラ
、
ダ
バ
イ
、
ダ
バ
イ
」

。
だ
れ

も
に
し
ら
み
が
発
生
し
、
行
進
の
休
憩
時
、
日
な
た
ぼ
っ
こ
し

な
が
ら
し
ら
み
を
と
る
姿
。
顔
は
ど
す
黒
く
、
哀
れ
と
い
う
寂

し
い
言
葉
の
外
は
な
い
。
部
落
を
出
て
間
も
な
く
汽
笛
の
よ
う

な
音
。
手
を
耳
に
か
ざ
し
よ
く
聞
く
。
汽
笛
だ
、
汽
笛
だ
。
そ

の
音
に
笑
顔
が
。
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
か
ら
ウ
ラ
ジ
オ
ヘ
、
日
本
海

へ
。
み
ん
な
ま
た
元
気
が
出
た
。

「
今
度
は
帰
れ
る
ぞ
、
間
違
い
な
く
日
本
へ
帰
れ
る
ぞ
」
。



励
ま
し
合
い
な
が
ら
汽
笛
の
方
向
へ
。
監
視
兵
に
汽
車
の
車
輪

の
回
る
仕
草
を
手
ま
ね
し
た
ら
、
東
京
ダ
モ
イ
（
帰
る
）
だ
と

言
う
。
み
ん
な
、「
オ
ー
、
万
歳
、
万
歳
」

。
町
が
見
え
る
。
汽

車
も
、
給
水
塔
も
。
高
い
望
楼
が
有
刺
鉄
線
を
張
り
、
さ
く
に

な
っ
て
い
る
。
望
楼
が
四
隅
に
あ
る
。
大
き
な
扉
の
所
に
自
動

小
銃
を
持
っ
た
兵
隊
も
…
…
。
敷
地
も
広
く
、
一
辺
が
五
百
メ

ー
ト
ル
く
ら
い
か
。
私
達
は
先
頭
大
隊
、
三
個
大
隊
が
到
着
す

る
ま
で
半
日
以
上
も
、
長
蛇
の
列
が
よ
た
よ
た
と
足
を
引
き
ず

っ
て
到
着
し
た
。
点
呼
（
人
員
調
べ
）
監
視
兵
か
ら
収
容
所

（
ラ
ー
ゲ
ル
）
監
視
兵
へ
の
引
き
渡
し
か
。
今
ま
で
の
監
視
兵

が
最
後
の
所
持
品
検
査
。
各
自
帽
子
や
ふ
ん
ど
し
に
ま
で
大
事

な
も
の
を
縫
い
付
け
て
大
切
に
し
て
い
た
も
の
ま
で
全
部
取
り

上
げ
ら
れ
た
。
日
本
へ
持
っ
て
帰
れ
る
と
我
慢
し
て
や
っ
と
持

っ
て
き
た
の
に
、
丸
裸
に
さ
れ
た
。
な
ん
で
こ
ん
な
事
を
、
敗

戦
国
の
み
じ
め
さ
を
身
を
も
っ
て
知
っ
た
。
汽
車
を
見
て
万
歳

歳
は
ど
こ
へ
や
ら
。
五
人
ず
つ
入
門
開
始
。
昭
和
二
十
年
十

一
月
中
旬
頃
、
あ
の
望
み
も
希
望
も
夢
も
ま
っ
た
く
絶
望
に
な

っ
た
。
三
年
に
な
る
か
五
年
間
に
な
る
の
か
、
見
当
が
つ
か
な

い
。
こ
れ
か
ら
冬
を
迎
え
る
極
寒
の
シ
ベ
リ
ア
で
生
き
ら
れ
る

の
か
…
…
。

ア
ム
ー
ル
州
ラ
イ
チ
ハ
第
十
九
収
容
所
へ
の
入
門
で
決
定
的

に
な
っ
た
。

昭
和
十
六
年
か
ら
二
十
年
ま
で
の
出
来
事
の
あ
ら
ま
し
で

す
。

青
春
時
代
に

抑
留
生
活
を
過
ご
し
た
苦
い
思
い
出
　 

静
岡
県
　
後
藤
政
雄
　 

私
は
昭
和
十
八
年
一
月
十
日
、
福
岡
集
合
、
関
釜
連
絡
船
に

て
朝
鮮
釜
山
港
に
上
陸
。
鉄
道
輸
送
で
京
城
（
ソ
ウ
ル
）
第
二

十
六
部
隊
に
一
時
的
に
入
隊
。
約
一
、
二
カ
月
だ
っ
た
と
記
憶

し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
満
鉄
で
一
路
国
境
の
街
ハ
イ
ラ
ル
に

向
か
い
、
約
一
週
間
く
ら
い
で
、
真
夜
中
ハ
イ
ラ
ル
駅
に
到

着
、
原
隊
出
迎
え
の
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
第
八
国
境
守
備
隊

野
砲
兵
隊
に
無
事
入
隊
。
初
年
兵
一
期
の
教
育
後
、
諸
々
部
隊

に
転
属
、
最
後
に
奉
天
に
て
電
信
第
三
十
一
部
隊
に
入
り
、
東




